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研究成果の概要（和文）：　体育科教育における教授－学習の対象をスポーツ活動システム（Sports Activity System
s :SAS）と捉える意義を論じ、その自律的形成を教授学的に媒介する原理を、SASの文化的特質、階層的位相、内的矛
盾の解決という観点から検討した。
　SASの自律的形成をめざす体育授業の実践的方法論は次のように結論づけた。①文化的により進んだSASを教材として
構成する、②教材と実際のSASとの矛盾を学習課題として対象化する、③「媒介する手段・技術」「規制するルール」
「目標・意味」という構成要因を相互に関連づけて対象化する、④矛盾の解決過程において陶冶と訓育の両側面から自
律的形成を促す。

研究成果の概要（英文）：In our study, we discussed that it was significant to understand Sports Activity 
Systems (SAS) as objectives in physical education and examined the didactical principles to form SAS 
autonomously from the points of views of the cultural characteristics and the hierarchical phases and 
solutions to internal contradictions of SAS.
The instructional methodology for autonomous formation of SAS in physical education is summarized as 
follows: ①To organize the culturally advanced SAS as subject matter ; ②to objectify contradictions of 
the subject matter and real SAS ; ③to objectify with each other components of SAS such as 
“instruments”, “rules” and “meaningful object ”; ④in the solution processes to contradictions of 
SAS, to encourage autonomous formation of that with both instruction and education.

研究分野： 体育科教育学

キーワード： 体育科教育　運動文化論　スポーツ活動システム　自律的形成　実践的方法論　学習活動の対象化　矛
盾の解決過程　陶冶と訓育
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１．研究開始当初の背景 
現行の学習指導要領では体育が保障す

べき能力や資質が具体的目標として示さ

れている。この指導要領が２０１１年度よ

り完全実施段階に入ったことから、今後

は、体育で獲得される能力や人格的資質

をどのような体育授業方法によって実現

するのかが実践・研究の焦点となる。 

 他方、最近の子どもの体力・運動能力を

めぐっては運動習慣が二極化する傾向にあ

る。体育実践における学習を日常生活や生

涯にわたる生活と関わらせ、学習者自身の

自律的取り組みにしていくことが課題とな

っている。 

 このような問題意識はわが国だけにとど

まらず、体育という教科に新たなより包括

的期待が寄せられている。例えば、国連の

「スポーツと体育の国際年」を受けて、生

涯にわたるスポーツ参加やライフスキルの

発達を含む身体的リテラシー（Physical 

Literacy）の発達を促すことに関心が向け

られている。 

 我々はこれまでの研究において、「活動

システム」論を概念的枠組として体育実践

の理論的・実践的課題にアプローチしてき

た。体育が育成すべき活動の実践課題は、

「ともにうまくなる」「ともに楽しみ競い

合う」「ともに意味を問い直す」という相

互に関連する３つの内容で定式化できる

（「３とも」と称せられる）。 

 このような体育における活動システム

を分析枠組に小・中学校の体育授業実践に

おける児童・生徒の学習過程を検討してき

た。そこでは、学力・リテラシーと人格形

成をつなぐ実践的可能性と実践方法上の課

題が示唆された。 
 
２．研究の目的 
 以上の学術的背景とこれまでの研究成

果を踏まえて、本研究では体育の教授−

学習の目的を学習主体によるスポーツ活

動システム（Sports Activity System、以

下 SAS）の自律的形成と概念化し、その

実現を図る体育授業の実践的方法論を明

らかにしようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 かかる研究の目的に対して以下のよう

な３つの研究課題のもと、７つの作業課

題を設定してアプローチした。 

 研究課題の第一は、体育の教授−学習の

対象として SAS という概念的枠組みを

明確にすることである。 

研究課題の第二は、学習主体による

SAS の自律的形成という目的規定の意義

づけを図ることである。 

研究課題の第三は、かかる目的を志

向・実現する体育授業について、その実

践的な原理原則を明らかにすることであ

る。 

作業課題① 社会における多様なスポーツ

実践に関わる、SAS の具体的様態を明らか

にする。 

作業課題② スポーツの競争性の意味を相

対化し SAS の自律的形成のめざす方向性

を探る。 

作業課題③ 国内外の体育科教育論を比較

参照し、SAS の自律的形成という目的規定

の意義づけを図る。 

作業課題④ SAS の自律的形成のプロセ

スについて演繹的に仮説を立てる。 

作業課題⑤ 学校の教科の内容・教材とな

る SAS を特徴づけ、体育の教授−学習の対

象としての規定を図る。 

作業課題⑥ SAS の自律的形成をめざす

体育授業の実践的方法論を明らかにする。 

作業課題⑦ 先駆的な体育実践の報告や記

録を分析し、体育授業の実践的方法論の実

践的妥当性を検討する。 

 
４．研究成果 

【スポーツ文化実践の多様性・複合性】 



 社会におけるスポーツ文化実践の目的・

動機は多様であるが、それらは幾つかのタ

イプに集約できる。具体的には、何らかの

競技への参加に動機づけられ競技パフォー

マンスの向上をめざす活動タイプ、心身の

健康や機能回復・開発・向上をめざす活動

タイプ、その時々のゲーム性の楽しみや社

会的交流に動機づけられた活動タイプ、一

定の文化的様式をもつ身体技法や身体表現

に動機づけられた活動タイプなどである。

こうした目的・動機のタイプの区分は相対

的であり、現実のスポーツ文化実践の具体

的な様態では諸タイプが様々な重み付けを

もって相互に浸透しあっている。年齢、性

別、障がいの有無を越えて享受主体が広が

ってきた現代のスポーツ状況を見るとき、

これまでの競技性を目的・動機とする活動

タイプを支配的・中軸的なものと見なす「ス

ポーツのとらえ方」の再考が迫られている。

身体性、プレイ性、競技性、共楽性という

次元から多様なスポーツ文化の特質を再考

することも提案されている。現代の社会に

おけるスポーツ文化実践の活動タイプに見

られる多様性と複合性は、活動主体の生涯

に渡るスポーツ実践の個性的かつ継続的追

求を可能にするスポーツ文化の価値や特質

の豊穣性を意味していると考えることがで

きる。 

【体育科教育論における目的、目標・対象】 

 学習指導要領が示す体育科教育の目標で

は、「適切な運動の経験」「運動の合理的実

践」と「運動や健康・安全についての理解」

を内容として、「生涯にわたって運動に親し

む資質や能力」の育成を目標に、「健康の保

持増進（のための実践力の育成）と体力の

向上を図り、明るく豊かな生活を営む」こ

とをめざす活動が位置づいている。 

 運動文化論に立脚する体育科教育では、

文化の総体（技術性、組織性、社会性）に

関する技能と認識、科学的な認識方法、民

主的な合意形成と組織運営の方法を媒介

（内容）として、主体的・共同的（自治的）

に文化を獲得・創造する実践力を目標に、

運動文化（スポーツ）の権利主体となるこ

とをめざした活動が追求されている。 

 TGfU の Physical Literacy 論では、知識

と理解に基礎づけられた批判的思考や意思

決定と問題解決、技術的・戦術的スキルの

適用能力、他者を包摂し他者と協同して相

互の身体活動の喜びを共有・創造する社会

的スキルの発達を目標にして、生涯にわた

る最適なレベルの身体活動を持続すること

をめざす活動が求められている。 

 これら三者には生涯にわたる社会生活へ

と発展的につながる実践力の育成を図ると

いう点で共通性がある。しかし、現実の社

会生活と体育科教育の目標や内容との相互

の関連性や、活動主体の描き方（主体者像）

に違いが見受けられる。学習指導要領は主

体の運動や健康への志向性やそれぞれの健

康増進の実践力と体力向上に重点が置かれ

ており、主体自身の態度・姿勢に重きがお

かれている。その分、現実社会と主体の向

き合い方・関わり方が弱くなっている。そ

れに対して、運動文化論や TGfU の

Physical Literacy 論では、主体の知識・理

解や認識の広がりを重視し、批判的思考や

意思決定、異質協同の社会的スキルや民主

的・自治的実践力など、主体が現実社会と

向き合いながら生涯にわたる活動の有り様

を自己決定できることが目ざされている。 

【SAS の自律的形成】 

 前述のように、文化の特質及びそれを反

映した活動の目的・動機の多様性・複合性

は、生涯にわたる SAS の継続的追求を可能

にする文化的豊穣性を成す。SAS の自律的

形成の内実は、こうした文化的特質とそれ

を反映した目的・動機を、その時々の実践

（活動）の実情に応じて自らが自発的に形

成していくことを意味する。 



 このようにスポーツ文化実践は人間的諸

能力と資質を開発・向上させる特質を機能

的に内包しているが、それは３つの階層的

な活動領域において現実化されている。第

一は、トレーニングや練習における身体運

動能力、技術・戦術的な能力の形成と、試

合における能力の発揮・表現の領域である

（技術的領域）。第二は、一定の社会集団や

組織単位で、練習や試合あるいは競技会・

発表会などを計画・企画し、規則・ルール

や実施要領について合意を図り決定し、さ

らにこれらを実施運営する領域である（組

織的領域）。第三は地域や社会生活において

スポーツ活動が日常的・継続的に実施でき

るような社会的環境・条件の構築・整備の

領域である（社会的領域）。したがって、

SAS の自律的形成の内実は、こうした階層

的な活動領域の全体・全局面に自らの意志

でアクセス・参画し、自らの意志や要求を

他者と協同しながら反映させていくことで

ある。 

 活動の主体は、スポーツの多様で複合的

な目標・対象を志向しつつ、３つの階層的

な活動領域にコミットし、そこでの固有の

コミュニティにおいてルール・規範にそっ

て、あるいは役割・分業を担って活動を展

開する。現実の活動場面において主体はこ

れらの活動システムの構成要因間の様々な

矛盾に直面し、矛盾の解決を図るべく構成

要因間の新たな関係を構築していかなけれ

ばならない。SAS の自律的形成とは、こう

した内的矛盾の克服による活動システムの

質的発展であり、それは活動の歴史的（系

統発生、個体発生的）な様式の変化として

特徴づけることが可能である。 

【SAS の教授学的媒介と編成原理】  

(1)全体性・体系性・統合性（カリキュラム

レベル） 

 スポーツ文化実践（活動システム）の全

体性・体系性・統合性のエッセンスがカリ

キュラム編成において反映されることが必

要である。文化実践としての活動の目的・

動機の多様性・複合性と、活動の対象とな

る客体としての文化の構造的全体性を反映

しつつ、それらを活動の課題追求において

体系的に統合化していくカリキュラムが構

築されていかなければならない。そのベー

スが、「ともにうまくなる」「ともに楽しみ

競い合う」「ともに意味を問い直す」という

相互に関連し合う３つの課題である。ここ

では、技術・組織・社会の全体的階層性を

もつスポーツ文化実践の活動領域の広がり

（それを反映した文化内容、教科内容の全

体性・総合性）が視野に入れられている。

また、活動の①対象性と共同性、②目的・

動機の多様性や拡張性、③課題追求の相互

関連性（体系性・統合性）が内包されてい

る。「３とも」には相互に関連する発展的系

統があり、課題追求と階層的な領域の重

み付け（配分）が発達課題に則して系統

的に変化する。 

 (2)体育における陶冶と訓育の統一（単

元・授業展開レベル） 

 「うまくなる」「楽しみ競い合う」は技術・

戦術内容、練習の内容と運営方法、競い合

いの方式や規則とゲームのルールなどの認

識・獲得と活用といった陶冶的側面をもっ

ている。そこに「ともに」という異質共同・

協同の関係性が前提となることで自己―他

者関係の形成が陶冶と不可分に求められ、

さらに「ともに意味を問い直す」という相

互的な価値反省的・価値創出的課題が据え

られることで、陶冶そのものの訓育的意味

づけが図られることになる。 

(3)体育の指導と学習における「ともに意味

を問い直す」の重要性 

 体育実践ではまず学びの対象(教材)をめ

ぐって，「ともにうまくなる」「ともに楽し

み競い合う」活動が展開される。その中で，

既習事項におけるつまずきや，生活を背負
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